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要旨 

日本語では日常会話はも ちろん 、 公文書など を除 く ほぼ全ての文体のテ ク ス ト にお

いて 、 擬音語 ・ 擬態語が頻繁に使用されている 。 音はも ちろん 、 感情 、 動き 、 状態な

ど臨場感を も って表すこ と が可能であ り 、 日本語表現の豊か さ に大き く 貢献し ている

と いえ る ( 猪瀬  2010 ）。 シンハ ラ語 と タ ミ ル語はス リ ラ ン カの 2 つの公用語であ る 。

その中で よ り 多 く 使われている シンハ ラ語に も擬音語 ・ 擬態語は見られるが 、 日本語

ほど多 く ない 。 そのため 、 日本語の擬音語 と 擬態語の理解や使用は 、 多 く のス リ ラ ン

カ人日本語学習者をはじ め 、 教師 、 翻訳者 、 通訳者に と って大き な問題になっている 。

本研究はその問題の解決を目指し た 。  

本研究は 、 翻訳作業を通じ て日本語 と シンハラ語の擬音語 ・ 擬態語を取 り 上げ 、 そ

れ ら を比較 ・ 対照し 、 形態 と 文法機能の異同を考察し た上で 、 日本語の擬音語 ・ 擬態

語をシンハ ラ語に翻訳する ための理想的な翻訳方法を検討し た も のであ る 。 両言語の

特性を理解し 、 正確に翻訳を し てい く ために 、 よ り 効率的な日本語 と シンハ ラ語に対

応で き る擬音語 ・ 擬態語の翻訳パターン を ま と めた 。 そ こ では 、 西村 (2014) が述べて

い る英語 と 日本語の文法構造の違いに よ る翻訳の解決策 と 呉 (2005) が述べてい る日中

擬音語 ・ 擬態語の理想的な翻訳方法を参考に し た 。  

日本語の擬音語 ・ 擬態語の形態的特徴が 16 あ るのに対し てシンハラ語の擬音語 ・

擬態語には 9 つの特徴が存在する 。 その中で 、 両言語 と も 2 音節の語根の繰 り 返しが

一番多い こ と が形態的な特徴であ る こ と が明ら かになった 。 ま た 、 両言語の擬音語 ・

擬態語が持つ文法機能は同じだった 。 し か し 、 連体修飾語 と し て活用する シンハ ラ語

の擬態語 と 連用修飾語の名詞を修飾する シンハ ラ語の擬態語の数が非常に少な く 、 存



116 
 

在する語句も口語であ る こ と が文法機能の特徴であ る 。 日本語の擬音語 ・ 擬態語の翻

訳上の難点は 、 語が持つ意味の把握の難点 、 文構造に よ る難点 、 文法機能に よ る難点

と 大き く 3 つに分け られる 。 それぞれの難点を指摘し 、 解決する ための理想的な翻訳

方法を例示し た 。 論文の構成に沿って内容を簡単に紹介し よ う 。  

第 1 章では 、 本研究が解決を試みる諸問題に関係する研究の動機 ・ 目的 、 研究課題 、

研究方法を論じ た 。  

第 2 章では 、 本研究が解決を試みる諸問題に関係する先行研究の成果を批判 ・ 評価

する こ と で 、 本研究が取る立場を明確に し た 。  

第 3 章では 、 日本語 と シンハ ラ語の擬音語 ・ 擬態語を比較する上で使 う 擬音語 ・ 擬

態語分析の理論的枠組みを明確に し た 。  

第 4 章では 、 翻訳上で問題にな る日本語 と シンハ ラ語の擬音語 ・ 擬態語の特徴を分

析し 、 両言語間の対照言語学的考察に よ って予想される翻訳上の難点を把握 し た 。 そ

れぞれの難点を以下のよ う に大き く 3 つに分け 、 それぞれの理由も説明し た 。 難点①

は 、 日本語の擬音語 ・ 擬態語が持つ意味の把握の難点であ る 。 その理由 と し て 、 日本

語の 1 つの擬音語 ・ 擬態語が複数の意味を持つ こ と 、 シンハ ラ語に存在し ない日本語

の擬音語 ・ 擬態語が表現し難い こ と 、 1 つの文に複数の擬音語 ・ 擬態語が含まれる こ

と が挙げられる 。 難点②は 、 文構造に よ る難点であ る 。 その理由 と し て 、 日本語の擬

音語 ・ 擬態語は訳文で省略可能な場合があ る こ と 、 そのため言葉の前後関係が見落 と

される こ と が挙げられる 。 難点③は 、 文法機能に よ る難点であ る 。 その理由 と し て 、

連体修飾語や連用修飾語を 、 それ らの文法機能を維持し た状態でシンハ ラ語に翻訳で

き ない こ と 、 「 がやがやする 」 の よ う な擬音語 ・ 擬態語をシンハ ラ語の動詞 と し て訳

す こ と がで き ない こ と 、 文語で書かなければな ら ないため 、 原文の印象がそのま ま伝

わ らず 、 訳文では硬い文体になって し ま う こ と が挙げられる 。  

第 5 章では 、 第 4 章で明ら かになった両言語の相違点か ら予想される翻訳上の難点

と 実際の翻訳上の難点を挙げ 、 相互の関連性を検討し た 。  

第 6 章では 、 ス リ ラ ンカ人政府登録の日本語 ・ シンハ ラ語翻訳者に使われてい る 翻

訳方法を比較し 、 日本語 ・ シンハ ラ語訳の質の向上に有効だ と 思われる翻訳方法を提

案し た 。 日本語の擬音語 ・ 擬態語が持つ意味を正確に把握し自然な表現にする ための

提案 と し て 、 擬音語 ・ 擬態語その部分だけに重点を当て るのをやめ 、 文脈に よ って意

味を把握する こ と 、 シンハ ラ語の表現法の習慣に合わせて意味を考え る こ と 、 シンハ

ラ語の文字で書き表し 、 注釈を付けて言葉の説明をする こ と などが挙げられる 。 文構

造 ・ 文法機能を正確に把握し自然な表現にする ための提案 と し て 、 シンハ ラ語の文構
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造に合わせて変訳を行 う こ と 、 擬音語 ・ 擬態語の情報構造を把握する こ と 、 文学的な

文語の代わ り に一般的な文語を使 う こ と が挙げられる 。 ま た 、 日本語の擬音語 ・ 擬態

語をシンハ ラ語に翻訳する際に使用でき る技法 と し て 、 加訳技法 、 意訳技法 、 減訳 ・

不訳技法などの方法が挙げられる 。  

第 7 章では 、 これまでの考察結果を教育観点か ら見直し 、 翻訳技法教育及び外国語

と し ての日本語教育において実践で き る こ と を提言し た 。  

第 8 章では 、 研究の成果 ・ 残された課題 ・ 今後の研究の可能性を も と に本研究の結

論 と 全体総括を行った 。  

第 4 章に論じ た両言語間の対照言語学的考察 、 両言語の相違点か ら予想される翻訳

上の難点 、 第 5 章の翻訳データの分析 と そ こ か ら わかる翻訳上の難点 、 そ し て 、 第 6

章の翻訳上の難点解決に向けた考察は本研究の内容に大き く 関わ る課題であ り 、 それ

ぞれについて複数の作品か ら のデータ を収集し 、 それぞれ別の独立し た論文 と し てま

と め直すこ と ができ る と 思われる 。 ま た 、 本研究に よ って明ら かになった こ と の翻訳

実務への適用 、 特に擬音語 ・ 擬態語翻訳上の難点解決に向けた考察の方法を効果的に

習得させる ための日本語 ・ シンハ ラ語翻訳授業のための教室活動の開発 と それぞれの

効率性に関し て追究の可能性を見出し た 。 それぞれが本研究に続 く 今後の研究課題で

あ る 。  

本研究は 『 坊っちゃん 』 と 2 種のシンハ ラ語の訳であ る “ පුxචිපහාමු ” (puṁciha ̄ 

mu) と “ පව xක ගුරු රයෙකුයේපකතා ක් ” (avaṁka guruvarayekuge katavak) に出現する擬音

語 ・ 擬態語に限って形態的特徴を調べた も のであ るが 、 シンハ ラ語の擬音語 ・ 擬態語

自体の研究は 、 本研究の成果を越えて さ ら に進めてい く こ と がで き る 。 シンハ ラ語の

擬音語 ・ 擬態語を本研究は網羅的に検討で き たわけではな く 、 本研究が取 り 上げた以

外の形態的特徴も存在する可能性があ る 。 研究を さ らに進める ためには 、 複数の辞書

を用いて擬音語 ・ 擬態語を集め 、 それぞれを分析する必要があ る と 思われる 。 ま た 、

本研究では 、 シンハ ラ語の擬音語 ・ 擬態語の音形 と 意味 と の繋が り を子音 と 母音の組

み合わせ 、 子音 、 母音 、 子音 と 子音 と の組み合わせなど と 系統的に整理し なかった 。

これ らの音形 と 意味 と の関連性を両言語間で比較する こ と に よ って 、 両言語間の擬音

語 ・ 擬態語の比較研究を さ ら に進める こ と がで き る と 思われる 。  
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